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学校での多様な運動遊びの実現に向けた取り組み 
―校庭の環境整備に焦点を当てて― 

⾼橋雄哉  （東京学芸⼤学）
１．目的 

 本研究の目的は、一人でも多くの子どもたちが運

動遊びを行うことに対して興味を持ち、遊ぶように

なったり、遊びの偏りを無くして多様な運動遊びが

見られるようにしたりするために、効果的な校庭の

環境整備（遊び場作り、移動遊具の導線整備）のあ

り方を検討することである。 
 
２．研究方法 

１）対象者 東京都H 小学校の全校児童 54 名 
２）調査方法 令和元年 10 月中旬に児童が行っ

ている運動遊びの様子を観察した(図 1)。そし

て 10 月下旬と 11 月下旬の 2 回に分けて、校

庭の環境整備を行い（図２）、環境整備後の遊

び時間や種類の変化を観察した。加えて、ア

ンケート調査を事前と事後の 2 回行った。 
３）分析方法 運動遊びの様子を撮影したもの、

観察者が記録したもの、アンケートの 3点を

基に、環境整備前後の比較・分析を行った。 
図１ 環境整備前    図２ 環境整備後 
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３．結果と考察 

１） 図２①の遊び場では、約９割の児童が登下

校の際に遊んだ。また、事前アンケートで「外

遊びがあまり好きではない」と答え、普段は

あまり遊ばないA児も楽しく遊ぶ姿が見られ

たことから、普段運動遊びを積極的に行って

いない児童に対しても、通り道にある遊び場

は遊ぶきっかけを与えることが考えられる。 
２） 図２④では遊びがあまり展開されず、遊ん

でいたのは３年生数名である。当時３年生は

体育で走幅跳に取り組んでいたことから、砂

場に興味を示したことが考えられる。体育の

授業内容に合わせた遊び場を設定し、児童の

必要感に合わせることも、運動遊びを促す有

効な手立てとなることが示唆された。 
３） 環境整備前は移動遊具を手に取って遊ぶ児

童の姿は見られなかったが、環境整備後は遊

ぶ姿が多く見られた。またアンケート結果よ

り、環境整備の前後で行われた運動遊びの種

目が微増した。これにより、環境整備を行う

ことは児童の多様な運動遊びを引き出すき

っかけになるのではないかと考えられる。 
４） 図２の①③⑤⑥⑦にある遊び場や移動遊具

は、集団遊びを行うための人数が集まるまで

に遊ばれている様子が多く見られた。このこ

とから昇降口付近に環境整備を施すことに

は、短時間でも手軽に多様な運動遊びに触れ

ることができる機会となる可能性が示唆さ

れた。 
５） 環境整備前後では、後の方が種目毎の遊び

人数が増えたものが多い。遊び場や移動遊具

がきっかけで外に出て運動遊びを行ってい

ると児童間の誘い合いが起こり、次第に他の

遊びへ移り変わる様子がよく見られたこと

から、環境整備は児童を校庭へと導き、遊び

を展開させるきっかけになるのではないか

と考えられる。 
 
４．結論 

 本研究より環境整備は、子どもたちを校庭へ導い

たり、運動遊びの多様性を引き出したりする可能性

が示唆された。しかし、昇降口から遠い遊び場（図

２②′）は遊びが展開されにくいため、昇降口から

の導線が重要となる。加えて環境整備を行っていく

上で、子どもの実態に合わせた整備でなければ遊び

が展開されにくい。ただ行うのではなく子どもたち

の必要感を検討し、環境整備に生かすことも合わせ

て重要となる。 
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